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本年７月２９日に公表しました平成１８年３月期中間期（平成17年4月1日～9月30日）の
業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。

１．中間期の連結業績予想数値の修正(平成17年4月1日～平成17年9月30日)
(金額の単位：百万円)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 351,000 9,700 9,900 5,200

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 354,500 13,300 13,900 7,600

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 3,500 3,600 4,000 2,400

増 減 率 ( ％ ) 1.0 37.1 40.4 46.2
(ご参考)
前期実績(平成17年 3月期中間期)

２．中間期の個別業績予想数値の修正(平成17年4月1日～平成17年9月30日)
(金額の単位：百万円)

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 204,000 6,000 7,000 4,000

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 205,600 8,700 10,000 5,700

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 1,600 2,700 3,000 1,700

増 減 率 ( ％ ) 0.8 45.0 42.9 42.5
(ご参考)
前期実績(平成17年 3月期中間期)

３．修正の理由

※上記の予想は、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際
  の業績は予想数値と異なる可能性があります。

中間業績予想の修正に関するお知らせ

記
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4,898
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204,036 6,805 8,881

296,610 8,141

  当中間期は、売上高については（株）伊勢丹が本店、支店とも順調に推移し、子会
社も海外店を中心に好調のため予想を上回る見込です。さらに経費構造の見直しによ
る削減効果により販売費及び一般管理費が減少したため、連結、個別とも営業利益、
経常利益、中間純利益とも前回の予想を上回る見込みとなりましたので修正します。
  なお、平成１８年３月期の通期業績予想（連結および個別）につきましては、１１
月の中間決算発表時に公表する予定であります。


